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【
本
部
・
栗
橋
宏
記
】
「
6
月

に
は
木
材
が
手
に
入
ら
な
く
な
る

と
い
う
組
合
員
か
ら
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
」
。
4
月
1
日
、
中

央
執
行
委
員
会
で
の
発
言
に
よ
り

輸
入
木
材
不
足
問
題
の
存
在
が
、

組
織
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
と
も

言
わ
れ
る
木
材
不
足
と
木
材
価
格

高
騰
は
、
輸
入
に
頼
る
他
の
建
設

資
材
不
足
問
題
に
も
波
及
し
て
い

ま
す
。

東
京
土
建
は
コ
ロ
ナ
禍
の
組
合

員
の
仕
事
不
足
問
題
を
組
織
的
に

解
決
解
消
し
て
い
く
課
題
に
臨
ん

で
い
ま
す
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は

こ
う
し
た
暮
ら
し
と
営
業
へ
の

「
攻
撃
」
に
直
面
し
て
い
る
中
で

の
新
た
な
問
題
で
す
。

輸
入
木
材
不
足
問
題
は
当
初
構

造
用
木
材
不
足
と
し
て
認
識
さ
れ

ま
し
た
。
木
造
住
宅
建
築
の
主
要

部
材
（
梁
、
柱
、
土
台
等
）
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
構
造
用
集
成

材
は
、
感
染
症
が
拡
大
し
、
そ
の

影
響
で
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
」
需
要
が
世
界

的
に
増
大
し
た
こ
と
、
米
国
の
住

宅
着
工
戸
数
が
十
数
年
ぶ
り
の
高

水
準
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な

ど
の
欧
州
木
材
の
多
く
が
米
国
に

集
中
す
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
コ
ン
テ
ナ
運
行
が
中
国
、

米
国
航
路
に
集
中
し
、
日
本
へ
の

コ
ン
テ
ナ
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
運
賃
も
大
幅

に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
住
宅
産
業

・
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
業
に
は
週
単

位
で
の
価
格
上
昇
に
な
る
な
ど
の

影
響
が
出
て
い
ま
す
。

輸
入
木
材

不
足
は
、
国

産
材
の
需
要

を
増
大
さ
せ

そ
の
価
格
に

も
大
き
な
影

響
を
与
え
て

い
ま
す
。
国

産
材
の
代
替

需
要
が
発
生

し
、
合
わ
せ

て
国
産
材
製

品
価
格
も
上

昇
し
て
い
る

か
ら
で
す
。

林
野
庁
の
分
析
で
は
、
今
年
3

月
の
原
木
価
格
は
ス
ギ
で
最
大
対

前
年
比
23
％
増
、
ヒ
ノ
キ
で
27
％

と
増
加
し
て
い
る
地
域
が
多
く
あ

る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
か
ら
の
聴
き
取
り
で

は
、
「
間
柱
3
メ
ー
ト
ル
、
ホ
ワ

イ
ト
ウ
ッ
ド
が
入
ら
な
い
。
じ
き

に
4
メ
ー
ト
ル
も
入
ら
な
く
な

る
。
垂
木
を
含
む
外
来
材
は
週
刻

み
で
値
上
が
り
し
て
い
て
、
見
積

り
す
ら
で
き
な
い
状
態
。
間
柱
は

国
産
杉
材
（
未
乾
燥
材
）
か
、
梁

材
を
加
工
す
る
し
か
な
い
と
木
材

商
社
に
言
わ
れ
て
い
る
」
、
「
羽

柄
材
ま
で
不
足
に
な
り
リ
フ
ォ
ー

ム
現
場
に
影
響
が
出
て
い
る
。
代

替
品
も
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
仕
事
が
出
来
な
く
な

る
」
、
「
1
㎥
あ
た
り
1
万
5
0

0
0
円
以
上
値
上
が
り
し
て
い

る
。
一
般
の
工
務
店
で
は
手
に
入

ら
な
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
き
て
い

る
」
と
、
窮
状
を
訴
え
る
声
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
構
造
材

だ
け
で
な
く
、
内
装
材
で
あ
る
羽

柄
材
に
ま
で
深
刻
な
影
響
が
及
ん

で
い
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
組
合

員
か
ら
の
声
で
は
、
ボ
ル
ト
、
ビ

ス
、
衛
生
設
備
部
材
、
ガ
ラ
ス
な

ど
輸
入
に
頼
る
建
設
資
材
不
足
の

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
作
業
主
任
者
】

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
9
月
28
日
〜
29
日
（
火

水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
8
月
24
日
〜
26
日
（
火
水
木
）

池
袋
、
1
万
9
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
7
月

28
〜
29
日
（
水
木
）
練
馬
支
部
会

館
、
②
8
月
3
日
〜
4
日（
火
水
）

池
袋
、
1
万
4
5
0
0
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）7
月
30
日（
金
）池
袋
、

8
5
0
0
円

足
場
8
月
6
日
（
金
）
池
袋
、
7

5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
7
月
27
日（
火
）

池
袋
、
8
千
円

石
綿
9
月
7
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
5
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
セ
ッ

ト
割
引
1
万
7
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
9
月
8
日
（
水
）

池
袋
、
8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
9
月
9
日（
木
）

池
袋
、
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
4
5
0
0
円
、
石
綿
も

含
む
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7

5
0
0
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
7
月
29
日
〜
30
日
（
木

金
）
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
（
足
立
区
綾
瀬
）
、
1
万
6
5

0
0
円

ア
ー
ク
溶
接
7
月
26
日
〜
28
日

（
月
火
水
）
城
東
職
業
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
（
足
立
区
綾
瀬
）
、
1

万
9
5
0
0
円
、
ガ
ス
溶
接
と
5

日
間
セ
ッ
ト
割
引
3
万
4
千
円

【
受
験
準
備
講
座
】

二
級
建
築
士
（
9
月
の
製
図
試
験

に
む
け
た
講
座
）
7
月
11
日
（
日
）

〜
9
月
9
日
（
木
）
池
袋
、
8
万

5
千
円

一
級
建
築
士
（
10
月
の
製
図
試
験

に
む
け
た
講
座
）
7
月
25
日
（
日
）

〜
10
月
3
日
（
日
）
池
袋
、
8
万

5
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
8
月
5
日
〜
6
日

（
木
金
）
池
袋
、
1
万
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
①
9
月
3
日

（
金
）
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
神
奈
川

（
※
前
号
掲
載
の
会
場
・
池
袋
は

誤
り
で
す
）
、
②
9
月
22
日
（
水
）

池
袋
、
1
万
円

管
理
建
築
士
講
習
（
建
築
士
事
務

所
で
管
理
建
築
士
と
な
る
予
定
・

将
来
見
込
の
方
）
11
月
9
日
（
火
）

池
袋
、
1
万
2
千
円

※
建
設
機
械
・
玉
掛
技
能
講
習
の

講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
技
術

研
修
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

組
合
員
の
状
況
集
約
に
よ
り
ウ

ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
詳
細
が
判
明
し

ま
し
た
。
材
料
の
数
量
確
保
の
保

証
が
で
き
な
い
現
状
で
は
、
建
築

主
と
請
負
契
約
を
締
結
し
て
い
る

組
合
員
は
、
早
急
に
建
築
主
へ
事

情
を
伝
え
、
部
材
・
樹
種
の
変
更
、

納
期
調
整
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。当
面
の
対
応
と
し
て
、全
建

総
連
顧
問
弁
護
士
が
作
成
し
た
合

意
書
の
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
4
月
16
日
に
全
建
総
連

で
、
林
野
庁
と
国
土
交
通
省
に
緊

急
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。
要
請

内
容
は
、
木
造
住
宅
の
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
に
支
障
が
で
な
い
よ

う
、
価
格
高
騰
や
流
通
量
の
不
足

の
実
態
を
把
握
し
、
不
当
な
買
い

占
め
や
価
格
つ
り
上
げ
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
処
す

る
こ
と
。そ
し
て
、国
際
的
な
木
材

需
要
の
増
加
な
ど
、
中
長
期
的
な

対
策
の
た
め
に
も
、
外
国
産
材
に

置
き
換
え
可
能
な
材
の
開
発
、
国

産
材
の
安
定
供
給
に
む
け
た
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
の
2
点
で
す
。

5
月
31
日
に
は
都
連
を
通
じ
て

多
摩
産
材
情
報
セ
ン
タ
ー
（
青
梅

市
）
と
懇
談
を
行
な
い
、
多
摩
産

材
の
調
達
状
況
に
つ
い
て
情
報
を

把
握
。
現
状
に
つ
い
て
率
直
な
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
国
・
東
京
都
へ
の
要

請
行
動
と
共
に
、
各
支
部
で
進
め

る
基
礎
自
治
体
要
請
行
動
に
お
い

て
も
、
国
産
材
の
利
活
用
に
つ
い

て
提
起
し
て
い
き
ま
す
。

現
場
作
業
員
（
正
規
）

㈱
西
都
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
4
2
2
―
3
2
―
3
9
8
2

配
管
工
（
正
規
）

㈱
マ
ル
ト
ミ
建
装
（
江
東
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
8
4
―
1
8
3
8

型
枠
大
工
（
正
規
）

沢
建
工
（
八
王
子
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
7
7
2
―
8
1
7
5

配
管
工
、
現
場
職
長
（
正
規
）

㈱
上
原
設
備
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
0
0
0
―
9
4
3
9

板
金
工
（
正
規
）

㈲
磯
崎
板
金
工
業
所
（
北
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
2
2
9
―
3
7
9
0

と
び
工
〈
機
械
搬
入
〉
（
正
規
）

㈲
熊
野
機
工
（
板
橋
支
部
）

☎
0
3
―
3
5
7
9
―
9
1
8
0

と
び
、
足
場
（
正
規
）

江
戸
鶴
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
2
3
1
―
9
6
5
4

石
綿
除
去
作
業
員
、
解
体
工
（
正
規
）

清
水
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
2
9
4
―
6
4
2
1

電
気
工
事
（
正
規
）

林
電
気
㈱
（
品
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
5
8
1
―
9
1
3
3

タ
イ
ヤ
ユ
ン
ボ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
正
規
）

㈱
山
昭
工
業
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
7
2
6
―
1
6
8
8

配
管
工
（
正
規
）

㈲
島
袋
設
備
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
2
1
6
―
9
5
3
6

「見積りすらできない」

深
刻
な
木
材
不
足
が

ウ ッ ド
ショック

窮状訴える仲間の切実な声

コ
ロ
ナ
禍
の
仕
事
を
直
撃

合
意
書
周
知
に
努
め

要
請
で
国
産
材
利
用
提
起

多摩産材情報センター責任者の石城さんに
懇談文書を手渡す都連の菅原委員長（左）
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